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日本の学校教育における合唱教育の在り方について
-フィンランドの音楽教育機関の制度を通して一
虫明星砂子
日本の学校教育における合唱活動の活発さを表す指標として,NHK全国学校音楽コン
クールへの参加校数の割合を採用し,都道府県ごとの値を比較した｡その結果,合唱の活発
な地域とそうでない地域が2極化していることが分かった｡岡山県の合唱活動は,その中で
も非常に低調なグループに属することが分かった｡このような状況を改善するための手掛か
りとして,フィンランドの音楽教育およびエスポー音楽学校の形態およびカリキュラムを考
察した｡その結果,生涯教育を目的とした多様な音楽教育機関と幅広いカリキュラムが用意
されていること,演奏家と聴衆の両方を育てることを目的としていることがわかった｡エス
ポー音楽学校では,器楽の個別指導,ソルフェージュ,アンサンブルの3つの科目を主体とし,
器楽教育を重要視している一方,合唱をアンサンブル活動の一つとして大切にしていること,
音楽教育全体の質を高めるために,楽器と歌唱の両方を生徒たちに学習させるカリキュラム
であることが明らかになった｡
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Ⅰ.はじめに
日本の学校教育における合唱活動を概観すると,
危倶すべき問題点が浮かび上がってくる｡第一に,
合唱活動をしている児童生徒の割合の低さである｡
これは,合唱に対する興味関心が薄くなっているた
めに,合唱活動に参加しようという意欲が低下して
いるためではなかろうか｡合唱活動の活発さをみる
指標として,NHK全国学校音楽コンクールの参加
校数を取り上げ,都道府県ごとの参加校の割合を比
較したOこの点に関して,岡山県の参加校数は極め
て少なく,全国的に見ても非常に低調といえる｡一
方,学校教育における吹奏楽活動は.全国的にも活
発であることから,合唱活動との関わりを含む問題
が潜在しているとも考えられる｡
第二の問題は,児童生徒の歌唱に対する好みの傾
向が変わったことである｡以前は,子どもたちは押
しなべて歌うことを楽しんでいたように思えるが,
現在の学校現場の音楽授業で行われている合唱活動
をみると.授業で歌を得意としている児童生徒と不
得意にしている児童生徒が存在し,2極化している
と思われる｡このような状況のもとに,音楽授業が
行われるところに問題を生じる素因があるのではな
いかと感じている｡また,この間題は,音楽教員側
にもその責任の一端があるのではなかろうかOもし,
音楽教員が音楽授業より部活動に主眼を置くような
ことになれば,音楽授業はバランスを欠いたものに
なり,その結果,音楽や歌唱が得意でない生徒たち
を放置することになるだろう｡また当然,生徒全体
のレベルを向上させることも困難となるだろう｡実
際に,児童生徒の大半は,発声や読譜に大きな問題
を抱えている｡現状では,9年間の義務教育の中で,
音楽科は,児童生徒に対する発声教育やソルフェー
ジュ能力の育成を統一的に積み重ねていく手立てを
見失っていると言ってよい｡そのため,教師によっ
て,学校教育の音楽授業の内容に大きな偏りがみら
れることも事実である｡
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このような,現在の日本の学校教育における合唱
活動が抱える問題を改善するための手掛かりを求め
て.筆者は2011年に,フィンランドのエスポー音楽
学校で合唱の視察を行った｡そこでは,同音楽学校
に付属するEMO合唱団や度々来日している著名
なタビオラ合唱団等のさまざまな合唱団の練習風景
を見学することができた｡フィンランドは,北欧の
中でも合唱が非常に盛んな国であり,そのレベルは
世界的にも高い水準を保っている｡日本の学校教育
における合唱活動の問題点を考察していくうえで,
また,音楽教育の方向性を検討するための参考事例
となり得ると考える｡本稿では,主に,フィンラン
ドにおける音楽教育のシステム,合唱教育の位置付
けや器楽教育とのバランス等を考察し,日本におけ
る合唱教育に必要なものは何かを検討したい｡
Ⅱ.全国の合唱活動の現状
1.NHK全国学校音楽コンクールの参加状況
合唱活動が各県でどのような状況にあるか.
NHK合唱音楽コンクールの参加状況をもとに調査
する｡学校によってはコンクールには参加せず,独
自に音楽会等を開催するなど.合唱の取組方はさま
ざまであると考えられる｡しかし,このコンクール
は80年近い歴史があり,合唱部や音楽部がある場合
は参加を検討する学校が多いことから,合唱活動の
状況を判断する目安の一つになるのではないかと考
えた｡平成21年度NHK合唱音楽コンクールの参加
校数をもとに,都道府県ごとの参加数の割合を出し
た (表1)｡
1)小学校について
小学校の場合,参加校の割合の平均が4%と小
学校,中学校,高等学校で比較すると最も低い｡
その中にあって,長野県と福島県は,各々35.9%,
28.3%と突出している｡そして,愛媛県13.1%,宮
崎県8.2%と続く｡参加率が平均の4%以下の校数
は,47都道府県中35と全体の4分の3を占めており,
参加率が全体的に低くなっていることがわかる｡先
ほどの長野県や福島県の参加率と比較すると,合唱
の活発な地域とそうでない地域の極端な2極化がお
こっているといえる｡小学校の場合,中学校や高校
の部活動のような形で活動している学校が少ないこ
とも原因していると思われる｡近年,金管バンドが
小学校で増えつつあることを考えると,参加率の増
加は難しいと考えられる｡
2)中学校について
小中高の中で,参加率の平均が最も高いのは,中
学校で11.20/.である｡注目すべきは,福島県で,約
60%の中学校がコンクールに参加している｡この参
加率からもわかるように,福島県は全国的にみても
合唱が非常に盛んであり.しかも音楽のレベルも高
い県となっている｡そして,NHK全国学校音楽コ
ンクールや全日本合唱連盟のコンクールでも優秀な
成績を残している｡続いて長野県は37.1%と福島県
には及ばないが,全国的には非常に高い参加率と
なっている｡これに対して,参加率の平均が7.9%
以下の中学校が6割存在しており.中学校でも横や
かな2極化となっていることがわかる｡
3)高等学校について
高等学校は,参加率の平均が6%と参加率はさほ
どよくない｡山梨県.長野県が240/0台で1位,2位
を占めており,続いて奈良県,愛媛県の18%となる｡
小学校,中学校がそれぞれ全国の2位.1位と合唱
の盛んである福島県が,高等学校になると6.1%と
平均以下に急激に低下している｡平均以下は,28都
道府県で全体の6割を占めていることから,中学校
と同様に緩やかに2極化しているといえる｡また,
高等学校の部では参加校0の県が存在していること
も,高等学校での合唱活動の低調さを象徴している
といえよう｡
コンクールの参加校数の比較によって,全国的に
小中高校のいずれも合唱活動が活発な地域と低迷し
ている地域に二極化していることが明らかになっ
た｡全体を通してみると,長野県,福島県が34%台
と非常に高く,香川県,愛媛県,宮崎県が10%台と
続く｡他方,5%に満たない県が全体の大変を占め
ており.特に岡山県,鹿児島県,三重県.大阪府は
2%台と非常に落ち込んでいる｡中国地方を見ると,
中国5県の中で合唱県といわれている島根県は全体
で8%となっており,全国では第8位にあたる｡全
体で平均が6%の参加率が,低迷と判断するか否か
はさらに詳細な調査が必要と考えられるが,決して
高い数値であるとはいえないであろう｡児童生徒の
塾通いなどの生活形態の変化,吹奏楽部の増加等に
よる合唱部の減少や廃止.歌唱-の興味 ･関心の低
下などさまざまな原因が考えられるが,活動の比較
をすれば,吹奏楽部の大半が所属する全日本吹奏楽
連盟と合唱部の大半が所属する合唱連盟との登録加
盟団体数で.小学校,中学校,高校,大学,職場,
一般の全国合計では吹奏楽連盟の登録加盟団体数
が14237団体 (2009年10月)に比べて,合唱連盟は
5225団体(2010年1月)と約3分の1の規模である｡
このことからも,合唱活動と吹奏楽活動との関連性
が大きいといえる｡
他方では,学校現場では,歌唱や合唱活動に対し
て困難を感じている教員が多いことも事実である｡
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表1 NHK全国学校音楽 コンクールへの参加率 (H21年度)
都道府県名 小学校 中学校 高等学校 全体
北 海 道 40(2) 3.1 68 9.9 39 12,4 147(2) 6.4
青 森 25 7.1 △5 23(2) 13.3 7 8,0 55(2) 8.9
岩 手 12 2.9 27 13.8 4(1) 4.6 43(1) 6.2
山 形 6 1,8 20(4) 15.6 4 5.9 30(4) 5.6
福 島 150(36日 28.3 △2 146(6) 59.3 △1 7 6.1 303(42) 34.0 △2
茨 城 ll 1.9 24 9.8 8 5.9 43 4.5
栃 木 8 2.0 24(1) 13.4 2 2.5 ▼5 34(1) 5.1.
群 馬 15 4.4 7 3.9 ▼5 9 ll.1 31 5.7
埼 玉 24 2.8 【 47(1) 10.5 8 3.9 79(1) 5.3
千 葉 53(1) 6.2 41(2) 10.1 ll 5.8 105(3) 7.2
東 京 44(1) 3.2 88 10.8 5こし ll.6 183(1) 7.0
神 奈 川 21 2.3 46 9.6 19 8.0 86 5.3
新 潟 15(9) 2.7 46(6) 18.6 △3 15 13.9 ∠ゝ4 76(15) 8.4
石 川 4 1.7 4 3.8 ▼4 5 7.9 13 3.2
福 井 3 1.4 14 16.5 4 10.3 21 6.3
山 梨 4(2) 1.9 18 17.5 △5 ll 24.4 33(2) 9.1
長 野 142(9) 35.9 △1 75(2) 37.1 △2 26(1) 24.1 △1 243(12) 34.5 △1
岐 阜 5 1,3 ▼4 32 15.9 1 1.2 ▼2 38 5.7
静 岡 7 1.3 ▼4 20 6.8 3 2.1 ▼4 30 3∴し ▼5
愛 知 30 3.0 67 15.3 19 8.6 116 7.0
三 重 2 0.5 ▼1 13 7‥l 4 5.1 19 2.7 ▼3.
滋 賀 3(1) 1.3 ▼4 5(3) 4.7 4 6.9 12(4日 3.0
京 都 ll(1) 2.5 12 5.9 3 2.9 26(1) 3.4
兵 庫 13(1) 1.6 26(1) 6.5 17(2) 7.8 56(4) 3.9l
奈 良 5(3) 2.2 ll(1) 9.2 10 18.9 △2 26(4) 6.6
和 歌 山 5(1) 1.7 6 4.2 6(2) ll.1 17(3) 3.5
鳥 取 6(2) 4.0 9(1) 13.8 3(2) 9.7 18(5) 7.3
島 根 ll 4.3 15 13.9 7 14.3 33 8.0
岡 山 5 1.2 ▼3 5 2.9 ▼1 6 6.6 16 2.3 ▼1
広 島 21 3.6 9 3.2 ▼2 8(1) 5.9 38(1) 3.8
山 口 7 2.0 9 5.0 4 4,4 20 3.2弓
徳 島 12(12) 4,5 10 10.4 4 9.5 26(12) 6.4
香 川 ll 5.6 16 18.6 8 18.6 △3 35 10.7 △4
愛 媛 46 13.1 ∠ゝ3 16 ll.1 8 ll.3 70 12.3 △3
高 知 8(1) 2.9 6(1) 4.3 3 6.1 17(2) 3.7
福 岡 ll 1.4 30 7.9 9 5.4 50 3.8
佐 賀 2 1.1 ▼2 19(2) 18.4 △4 3(I) 6.8 24(3) 7.1
長 崎 9 2.2 16 7.6 3 3.6 28 4ー0
熊 本 18 4.1 21 10.9 4 4.7 43 6.0
大 分 5 1.5 ll 7.7 3 4.7 19 3.5
宮 崎 22 8.2 △4 24(1) 16.3 2 3.4 48(1) 10.1 △5
鹿 児 島 l 1.8 10 3.7 ▼3 2 2.0 ▼3 23 2.4 ▼2
沖 縄 12 4.3 10 6.1 4 6.1 26 5.1
% は,小数点以下第4位を四捨五入した｡
( )はフリー参加校数｡審査の対象にはならないが,演奏を披露できる｡
△ は上位での順位,▼は下位での順位｡
参加校数の関係で地区大会を開催 している都道府県は,以下のとおりである｡
北海道.青森県,福島県,東京都,神奈川,千葉県 埼玉県,長野県,新潟県,愛知県,岐阜県,大阪府,島根県.
愛媛県｡福島県は小 ･中で16の地区大会が行われ,毎年100校以上が参加している｡続いて,北海道は小 ･中で9,育
森県は小 ･中で8,その他も主に小 ･中で1-4の地区大会が行われている｡
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全国の中学校音楽教師に対して行われた調査によれ
は 教員養成大学へ求められる音楽科カリキュラム
における必要度では,1位が合唱の実技,2位が声
楽の実技,3位が合唱の指導法となっており.現場
の教員からの要望が高いことは興味深いlo歌唱や
合唱指導は,教師自身の力量が大きく影響するため,
不得意とする教師にとってみれば敬遠されがちな分
野となる｡歌唱への苦手意識から,器楽志向になっ
ている教員も多数存在すると考えられる｡
2.岡山県の合唱活動状況
岡山県はNHK全国学校音楽コンクールの参加率
が全国で一番低かったことから.合唱活動が低迷し
ている可能性が高いと考えられるが,表2に見られ
るように,吹奏楽部と合唱部の差が非常に大きいこ
とが,原因の一つではないかと考える｡
岡山市では,吹奏楽部が全体の85%にあたる33校
に存在し,合唱部はわずかに4校である｡倉敷市では.
合唱部は存在しないという現状がある｡NHK全国
学校音楽コンクールにおいて,参加率が全国で最下
位である最大の理由は,学校現場に合唱部が存在し
ないことが大きいといえるだろう｡岡山県の吹奏楽
部と合唱部のアンバランスについては,憂慮すべき
問題であると同時に,学校教育の音楽授業で合唱活
動がどのように扱われるべきかという,音楽教育の
本質にも関わる問題として捉えることができよう｡
では,歌唱活動はどうであろうか｡岡山大学の教員
養成に在籍する学生の話を聞くと,彼らが小中高で
充実した歌唱教育を受けていないのではないかと感
じることが多い｡そこで,教員養成小学校コースの
必修科目 ｢初等音楽内容研究｣を受講している2年
生38名を対象に,小学校の歌唱共通教材の認知度を
調査した (表3)｡2011年5月に実施し,歌唱共通
教材24曲の1番のみを歌い,その認知度を次のよう
な形で記述させた｡
◎-よく知っているQ習ったことがある｡
○-よく知っているが,習ったことはない｡
△-知っているが,歌えない｡
×-知らない｡
｢知らない｣という回答が半数以上だった曲は了日
のまる｣,｢かくれんぼ｣.｢まきばの朝｣.｢スキーの
歌｣.｢冬げしき｣,｢越天楽今様｣の6曲で,｢歌え
ない｣.｢習っていない｣,｢知らない｣という回答を
合わせると13曲となる｡すなわち,24曲の小学校共
通歌唱教材のうち半数以上の曲を小学校で学習して
いない学生が多数存在していることがわかる｡歌唱
教材を歌っていないと答えた学生の多くは,小学校
の音楽授業で歌唱活動はほとんど行わず,器楽のア
表2 岡山市 ･倉敷市公立中学校の合唱部と吹奏楽部H.2年度 合喝 部 吹奏楽部岡山市公立中学校(全39校) 4校(10%) 33校(85%)
表3 小学校歌唱共通教材の認知
曲 目 ◎○ △ ｢×
11 うみ 35 32 かたつむり 27 1ー
34 午 日のまる 4 1 lO 23ひらいたひらいた ll 14 9 4
5｣ 旦7 2午 かくれんぽ 3 3 13 19虫の声 29 6
8 夕やけこやけ 26 7 4 1
10 茶つみ 30 2 5 I
12 ふじ山 14 6 12 6
13 4午 さくらさくら 28 7 3
14 とんび 13 2 lft 7
5 まきばの朝 7 7 24
I(ー もみじ 30 3 5
1789 5午 こいのぼり 14 4 5 l5
子もり歌 6 20 10 2
スキーの歌 3 3 4 28
20 冬げしき 6 1 7 24
21 6午 越天楽今様 5 9 23
234 ふるさと 34 2 2
ンサンプルやリコーダーの練習に終始していたと述
べているOさらに,岡山県出身の学生の多くは,中
学校,高等学校で,合唱活動を経験していないと述
べている､)この現象は,中学校の音楽専修学生にも
同様に表れており,一般的に周知されていると思わ
れる唱歌や童謡,日本歌曲等に対して,｢これまで
聴いたことがない｣,｢知らない｣とする学生が年々
増えている｡古くから歌い継がれている,いわゆる
日本の愛唱歌が学校教育や家庭の中で関心を持たれ
なくなってきているのではないかと考える｡また,
趣味の多様化や大人数での活動をあまり好まない学
生の増加などの影響で,大学の合唱活動全体は活発
だとはいえない｡全日本合唱コンクールの大学の部
の参加団体もかつてに比べて大幅に減少している2｡
このように,平成以降に生まれた若い世代の歌離れ,
音楽教員の歌離れ,器楽教育とのアンバランスな音
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楽授業,器楽偏重の音楽教員の増加などさまざまな
問題点が潜在している｡音楽が部活教育偏重になれ
ば,合唱好きや吹奏楽好きの生徒は伸びるが,そう
でない多くの音楽嫌いの生徒はそのままで生徒を二
分してしまうこととなる｡小学校の歌唱共通教材を
知らない学生たちが予想以 Lに多いという結果を踏
まえ,さらなる音楽科の授業内容の改善が求められ
る｡
Ⅲ.フィンランドの音楽教育について
1.音楽教育機関の形態
フィンランドは,現在,世
界的に教育面で大きな注目を
浴びている国である｡音楽教
育もその一つであり,北欧の
福祉E*]家と民 E主義の原則と
旧ソ連とハンガリーの学校の
最高の機能を組み合わせるこ
とに成功している3｡大きな
特徴の一･つは,音楽教育のシ
ステムが,フィンランド政府
の補助金により安定 してお
り,その結果.教師たちは熟
達したレベルを保ち,幅広い
音楽分野の教育が用意されて
いることである｡さらに,
フィンラントの音楽教育の焦
点は.子どもの包括的な人格
を形成することであり,その
ために本格的な学校の音楽授
業か成し遂げられている｡こ
れらの考え方をベースに,
人ひとりの個性や能力に相応
しい授業内容を持った学校が
用意されており,生徒たちが
学習が主体的に音楽に取り組
むことを大切にしていること
も興味深い｡
音楽教育を学校形態から見
ると,フィンランド唯一一の音
楽大学であるシベリウスアカ
デミー を頂点に.大学,ポリ
テクニクス,音楽院.音楽学
校等が存在し,大きな枠組み
の中で一貫した音楽教育の組
織が構築されている(岡1)0
一人ひとりの音楽に対する興
味関心をどのように伸ばし
育てるかに主眼を置き,ゼロ歳児を含む幼少期の家
庭教育の場から社会教育の場に至るまで,教育の実
施機関が樹木のように枝を広げている｡また専門
家を目指した学生に対しては,シベリウスアカデ
ミーというフィンランドの音楽教育の最高機関に向
かって進んでいけるようなシステムが構築されてい
る4｡そこでは,広範囲にわたるカリキュラムが用
意されている｡
フィンランドの音楽教育各機関の概要を記載す
る5｡これらは,その目的から,『は専門的な学習
ができる教育機関,◆は趣味と専門の両方の学習が
図1 フィンランドの音楽教育
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できる教育機関.口は一般または生涯学習的な教育
機関,◇は幼児期から青年期の一般的な教育機関の
4種類に分類できる｡
■SibeliusAcademy(シベリウスアカデミー)
･フィンランドで最高レベルの音楽教育機関
器楽 (弦楽器,吹奏楽器,古楽,指揮の各専攻),
ピアノ,声楽,作曲 ･音楽理論,ジャズ,民族音
楽,音楽教育,電子音楽.アートマネージメント
の10専攻を持ち.1500名の学生150-170名の修士
学生が学んでいる｡アカデミーの場合.実技だけ
勉強するカリキュラムであり,一般教養的なもの
はアカデミー にはない｡このため,音楽学などの
講義は.ヘルシンキ大学等の総合大学で受けるこ
とになる｡アカデミー に入学すると,同時に総合
大学での履修も保障されている｡この仕組みは逆
の場合も可能で,ヘルシンキ大学等に入学した学
生がシベリウスアカデミー で実技の授業を受ける
こともできる｡授業科目の履修単位は,生徒が入
学試験を受けた機関の単位として読み替えられる｡
■Polytechnics(ポリテクニクス)
･演奏家また音楽教育者の養成
全国に10大学程度あり,2000人の学生が学んで
いる｡音楽教員になるためには,大学,大学院の
6年間の課程を経て,さらに2年間の実習を行い,
合計8年間が必要で.その後に教員採用試験を受
ける｡教育全体のレベルは.このような厳しい教
育機関に支えられている｡この大学-在籍し,シ
ベリウスアカデミーへレッスンを受けに行くこと
も可能である｡
■University(総合大学)
･音楽学等の履修
シベリウスアカデミー へ学生として受講する資
格を持つ｡たとえば,ヘルシンキ大学等で音楽史
などを履修し,同時にシベリウスアカデミーへ行
く学生もいる｡音響学,コンピューター音楽,氏
族音楽なども学ぶことができる｡ユヴァラスキュ
ラ,オウル大学の学生は,中学校,高等学校の教
員資格を得ることができる｡
『ConseⅣatories(音楽院)
･2次的な専門教育
シベリウスアカデミー には及ばないが,音楽の
専門的な勉強ができる機関｡フィンランド国内に
13の音楽院と4つの専門学校がある｡卒業資格に
は,120単位必要であり,3年間で取得できる｡
アンサンブル,オーケストラ,クラシック音楽,
ポップス.ロックとジャズ,民族音楽,軍隊の音
楽などさまざまなコースが用意されている｡楽器
修理,電子音楽のコースは,ピアノの調律,録音
技術なども含む｡
◆MusicSchool(音楽学校)
･音楽教育の基礎と広範囲なカリキュラム
･専門学校
フィンランド国内に89校あり,約50000人の生
徒数を持つ (2004-2005の統計)｡MusicSchoo一
の後 SibeliusAcademy叉はConseⅣatoriesへ
通う学習者もいる｡各々の生徒は,週に約2.5時
間の個別指導を受けている｡一般的な音楽の基礎
教育は,ここで行われ,乳幼児から老齢者まで,
全ての年代の人々を受け入れている｡学習者に応
じて,最高の音楽教育が提供される｡
□AdultEducationCenters(成人のための教育セ
ンター)-日本のカルチャーセンター等にあた
ると考えられる｡
･音楽教育の基礎.一般的なカリキュラム
･成人教育
学習したことは経歴にはなるが,資格はとれな
い｡趣味で学習する場｡
□PrivateTuition(民間のレッスン)
･民間の音楽学校,
□ChurchesandAssociation(教会組織や協会)
-日本の社会教育の場での合唱団.オーケスト
ラにあたると考えられる｡
･オーケストラと合唱
･そのほかの音楽趣味
趣味としての位置付けになる｡異なる年齢層の
さまざまなグループが多くあり,誰にでも開かれ
ている｡
◇Schools(一般の公立学校)-日本の学校教育に
あたる
･一般の音楽教育機関
･音楽専攻
小中学校,また高校の音楽専攻のクラスも含む.
プライベートの実技レッスンも受けられる
◇EarlyChildhoodMusicEducationatVarious
PublicandPrivateInstitution
(公共のまたは個人のための早期音楽教育)
･楽器練習に入る前
･幼児の音楽遊び
･乳児の音楽遊び
生まれてから小学校へあがるまでの音楽遊び
を5,6人のグループで行う｡フィンランドで
は.音楽教室や音楽院に関連 した音楽遊びの
Playschoolで25000人の幼児が学んでいる｡ここ
では,歌うこと,遊ぶこと,聴くこと,練習する
こと,楽器遊び等様ざまな音楽遊びが用意されて
いる｡
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2.音楽教育のカリキュラムの目的と内容
フィンランドの教育省が制定している ｢芸術基礎
教育の通常カリキュラム教育計画基本事項2005｣の
中には,カリキュラムに基づく音楽授業の目的と内
容について以下のように記載されている6｡
生まれながらに音楽的素質のある人,個人的に
音楽に関わるもの,一生涯の趣味としている
人々に必要な助けを創 り出すこと
学習者の個人的目標を土台とL形成されること
生きる力を与える為の民族音楽文化の保存と,
その育成を広域的な音楽の一般教育から学習者
に与えること
音楽教育主催者やその他の芸術授業を行ってい
る教育機関と連携すること
これらの目標と内容から,生涯にわたって,音楽
に関わっていくために,個人または趣味として愛好
する一般の人々に対して相応しい音楽教育内容が提
供されていることがわかる｡社会教育のなかで,普
楽が人々に身近な芸術であることは,幅広い年代に
音楽活動が普及し,演奏者と聴衆の双方を育てるこ
とにつながる｡次に,音楽授業の方法は,音楽技能
を向上させるカリキュラムが中心となり,多数の学
習カリキュラムが準備される｡学生は,一つのカリ
キュラムの目的と内容に沿って構成された音楽技能
を深め,さらに次のレベルへと進歩させる授業カリ
キュラムから学習する事ができる｡その際に,学習
カリキュラムが学生の目的に沿った全体内容となる
よう注意することとある｡能力に応じたカリキュラ
ム内容が個別に設定されることによって,個々の技
能が向上し,そこから次の多様なカリキュラムを選
択することができる｡このようなシステムが,政府
の補助によって保障されているのである｡
フィンランドの音楽教育システムの特徴を4点述
べる｡(1)さまざまの音楽教育機関が互いに連携
していることである｡これによって.学習者は自己
の目標や能力に応じた音楽教育機関を選択し,授業
科目を自由に履修し,単位や学位を得ることができ
る｡すなわち,将来の夢や目標,生 き方に合わせ
て,音楽教育への関わり方を決定できる｡これまで
に5500人の音楽学生がこの教育制度で資格を得て
いる7｡(2)フィンランド政府が全ての音楽教育
委機関に補助をしていることである｡たとえば,
MusicSchool(音楽学校)では,運営にかかる資
金の中で,国の援助が49%,市の補助が34%,学習
者の授業料支払いは17%と学習者の負担は非常に少
ない｡(3)幼児の音楽教育が充実していることで
ある｡幼児の音楽経験や音楽的な基礎作 りは,子ど
もの認知,感情,運動.社会性を同時に発達させる
ことができる80 (4)社会教育の中で,市民が音
楽活動をする機関が準備されていることであるO日
本においても"Lifelong Education"いわゆる ｢生
涯教育｣は今日,大きな関心を集めている｡しかし.
国家の政策としての位置付けが弱いため,予算や指
導者不足の問題も抱えており,なかなか浸透しない
現実がある｡フィンランドが国の政策として,音楽
教育を社会教育と専門教育に融合させながら.学習
者の自発的な意欲を尊重していることで,学習者は
教育機関を自己選択することができる｡このことは,
生涯教育の一つとして音楽教育が国民に定着してい
るといえよう｡
Ⅳ.エスポー音楽学校の音楽教育システム
1.概要9
エスポー音楽学校 (EspooMusikkiOpisto略称
EMO)はフィンランドの音楽教育が確立され始め
た1963年に創設された｡EMOはフィンランドの音
楽教育機関のMusicSchoolに該当し,幅広い年代
の学習者が存在しているO現在は,2000人を越える
生徒を教育してお り,個々の生徒が,カリキュラム
を選択できるシステムが取られている｡このシステ
ムにより,初心者の学生とより専門を学びたい学生
の両方が興味を持てる学校となっているO
エスポー音楽学校での学びの方針は,学生が生涯
にわたって音楽を愛し,音楽づくりをすることをサ
ポー トすることである｡幅広い音楽交流によって学
生の個性は磨かれ,アンサンブルの演奏を通して聴
く耳を育てる｡音楽は学生の生活を豊かにする｡学
生の創造性のある表現を伸ばすことは,精神的な成
長を助けることになる｡
2.エスポー音楽学校校長-のインタビュー
2011年 4月13日にエ スポー音楽学校 のPaula
Jordan校長へのインタビューを行うことができた｡
その概要を質問項目別に記載する｡
1)エスポー音楽学校について
ここには130人の教師と2200人の生徒が在籍し,
その中で,ソリス ト900人が個人レッスンに通って
いる｡この音楽学校はオーケストラを重視しており,
タビオラのシンフォニー,ジュニアビッグバンド,
ジャズのオーケストラの3団体があるO この音楽学
校 を修了すれば,ConservatoriesまたはSibelius
Academyを受験できる資格も獲得することができ
る｡音楽学校 (MusikkiOpisto)は,全国に100か
所あり,各地域をカバーする音楽学校を目指してい
る｡以前は.器楽教育を教えることが中心であった
が,現在は,全体的な音楽教育をしなければならな
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くなった｡たとえば,幼稚園での音楽教育,病院で
のコンサートなど30件以上の色々な活動をしなけれ
ばならないことになった｡
2)幼児からの音楽教育について
大切なのは音楽遊びで,子どものための音楽を大事
にしているoそこで行っているリトミックは2カ月
の赤ちゃんからでき,お父さんお母さんが子供と歌
うように指導している｡共働きの両親が増えてきて
おり,公立の学校では子どもたちはあまり歌わなく
なっている｡公立の学校では,音楽授業は週に1回
あり,13歳からは選択科目となる｡そのため,13歳
以降の子どもは音楽授業が全 くなくなることもあ
り,これはあまりいいことではない｡法律改革の計
画はあったが.今の政府は自分のプログラムを作り,
技術を養う科目を増やそうということが入っていた
が,選挙が近くて,与党は決めることができなかっ
た｡現在の教育システムである『選択するシステム』
は15年ほど経過しているが,13歳以降の子どもたち
に影響はあった｡幼児から学ぶ音楽活動の核は,細
くて長いものであり,質の高い器楽教育が重視され
ている｡その中にはプロになる人もいれば,人生の
趣味でやる人もいる｡クラシック音楽の将来を考え
ると,家庭ではやらないし,TVでもクラシックは
あまりやらない｡学校教育で聴衆を育てる必要があ
る｡
3)音楽教育の基礎について
音楽の広範囲に学ぶことは大切である｡ここでは.
｢個別指導の器楽｣｢ソルフェージュ教育｣｢アンサ
ンブル活動｣の3つの科目を主体として学習する｡
フィンランドには制度では,基礎的な 『段階』が3
つある｡一つの段階は2年から3年にあり,試験で
はなくコンサートをして次の段階へ入る｡3つの科
目を継続し.高校 (オピスト)に入る｡フィンラン
ドの高校には,音楽コースがある｡大きな町に1校
ずつあり,そこでは合唱 ･ミュージカルが中心とな
り,器楽教育は行われていない｡アンサンブルの中
に合唱がある｡ピアニストには合唱をすることを勧
めている｡その理由は,全体として音楽家としての
発達のためであり,合唱によって皆で一緒に音楽を
する経験ができ,音楽の成長がみられることであるL,
4)合唱について
エスポー音楽学校の創設者エルッキ ･ボホヨラさ
んは,同学校の設立の1963年と同年にタビオラ合唱
団を設立した｡タビオラ合唱団は世界中で有名にな
り,ボホヨラさんは理事長退職後,タビオラ合唱団
に移り,31年指揮者を務めた｡現在の指揮者ノ シヾ･
ヒイオッキさんは,この学校の出身である｡エスポー
音楽学校には,エモ,カメレオン,タビオラの3つ
の合唱団があり,タビオラ合唱団の生徒たちは,最
初から楽器も歌も両方するため,楽器を弾く子ども
は,歌うのが普通である｡これに関してJordan校
長は次の様に述べた｡"私たちは,音楽を全体堕旦
こととして考えて,楽器を弾いて表せないことがあ
るが,歌うことで異なる表現ができ,合唱で表現,
歌うことと楽器をすることは融合して両方とも大切
で,音楽教育の全体的なこととして考えている｡'●
5)教育資金について
教育省は予算の50%を提供している｡25%は市町
からで,そのほか20%は生徒が支払う｡残りの運営
費は,プロジェクトの予算 (病院や老人ホームでの
コンサート)をできるだけ取って補っている.エス
ポー音楽院では,子どもたちは,半期で250ユーロ,
1年で500ユーロ支払う｡音楽の活動に毎日来ても
構わない｡合唱だけ半期95ユーロ,1年で150ユー
ロにしている｡フィンランドでは,幼稚園に入るた
めのお金がかかるが,支払えなければ,国家が支払
うため無料となる｡家族の事情によって,授業料は
変動する｡同じ幼椎園では難民やロマの子ども,外
務省の子どもも一緒に学習する｡家族の事情がどう
であっても才能があれば,学習が保障されている｡
音楽教育は,全民族のための教育である｡フィンラ
ンの教育は,子ども重視であり,皆が参加できるこ
とを大切にしている｡しかしその一方では,教育の
質が高くなければならない｡そのため,モスクワの
レニングラード音楽院などのように,できるだけ音
楽レベルを高く置いている｡
6)音楽環境の変化について
現在,インターネット,コンピューターなどの使
相法は,2か月おきにあれこれと変わっていくよう
になってきた｡子どもの空き時間に対する使い方は
前と変わってきている｡フィンランドは,子どもの
ための教育を大切にしているが,多くのお母さんた
ちは.自分に音楽ができないからここに来たと言っ
ている｡妊娠した女性のための教育もある0
3.音楽教育システム
エスポー音楽学校のシステムは,図2で示されて
いるように,器楽を中心にした音楽教育が充実して
いる1°｡オーケストラは,タビオラユース室内楽団
とEMBOジャズオーケストラの大きく2つのオー
ケストラが存在する｡さらにそれは,弦楽オーケス
トラと吹奏楽に分類することができ,それぞれに3
つのグループを編成している｡
図2に示された大小のオーケストラ集団を柱に.
表4のようなアンサンブル活動も行われている｡こ
こでは,室内楽のグループとして,楽器のグループ,
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図2 EMOオーケストラの体系図
表4 室内楽グループのアンサンブル
合唱 (EMOアンサンブル,カメレオン合唱団),
リトミック,民族楽器 (EMOカムトウ),ジャズ (ェ
ベリンパンティトウ)が運営されている｡これらの
レッスンは毎週または集中的に一定の期間,専門家･
音楽家の指導のもと行われている｡
エスポー音楽学校は.このように器楽を柱にして
いるが,フィンランド国内の音楽学校の動向も類
似している｡2004年から2005年の調査による ｢Top
lOinstmments｣は次の とお りである1｡ ピアノ
33.5%,バイオリン18.9%,フルート7.3%,ギター
6.3%,チェロ5.9%,クラリネット4.2%,アコー
ディオン4.0%, トランペット2.8%,パーカッショ
ン2.4%,そして第10位に声楽2.2%があり,声が楽
器として位置付けられているのが興味深い｡
4.アンサンブル (合唱)について
合唱活動は,表4のようにいくつかのアンサンブ
ル活動の一つとして位置づけられている｡合唱アン
サンブルを記載する12｡
1)カメレオン:多様なジャンルを扱い.即興演奏
やボディパーカッション,身体表現を通した新
しい表現を目指している｡カメレオンコーラス
では,3つの異なる年齢のグループのアンサン
ブル13があり,演奏会や特別なイベントでは,
グループ単独で,またはカメレオンコーラスの
両方で演奏している｡メディアにも取り上げら
れている｡
2)EMOアンサンブル :音楽を学ぶ若い学生とプ
ロの音楽家の両方から成立している室内コーラ
スである｡現代音楽の演奏の分野では有名であ
る｡指揮者パシ･ヒイオッキのもとで,フィン
ランドの各地で,国際的な合唱団として演奏活
動をしている｡エスポー音楽学校とタビオラ合
唱団は,設立の歴史を共有している｡今日では,
この2つの合唱団のコラボレーションは,合唱
曲を専門的に歌いたいと願う学生たちのために
幅のある講義の時間割を絹意している｡
5.楽器についで4
エスポー音楽学校は,楽器演奏を重要視している｡
生徒たちは,一般的に,6歳から10歳の間で楽器を
初めて習い始める｡方法は,個人またはグループの
両方ある｡学生は,12歳からリズム音楽の勉強を始
め,好きな楽器の基本的な技術を身につけていく｡
この学校では,生徒自身の才能を発達させたり,よ
り高い専門的な音楽の勉強のための技能を習得する
ことができる｡高いレベルまで到達した生徒は,普
楽大学で勉強を続けることができる｡
シラバスは,週に1回の個人レッスン,一般的な
アンサンブル,音楽史や音楽理論で成立しているO
エスポー音楽学校では,リズムトレーニング,作曲,
電子音楽,合唱などの選択学科も提供している｡能
力のある学生は,毎年春に生徒自身が選択する授業
に参加することができる｡グループのコースは一般
的に登録のみでよい｡
カリキュラムの特徴について,校長-のインタ
ビューやシステムの概要から以下の3点にまとめる
ことができる｡
①音楽を生涯学習として位置付けており,一般的な
趣味としての学習と専門的な学習について,生徒
の希望にそって,さまざまなプログラムがある｡
②オーケストラや楽器演奏を中心とした器楽教育を
音楽院の柱としている｡
③合唱教育を含むアンサンブルを大切にしており,
楽器をすることと歌うことの双方を学習すること
で,音楽全体がレベルアップしていくと考えてい
る｡
Ⅳ.まとめ
本稿では,日本の学校教育における合唱活動の在
り方について検討をおこなった｡そのために.合唱
活動の活発さを表す指標としてNHK全国学校音楽
コンクールへの参加校数の割合を採用し,都道府県
ごとの値を比較した｡その結果,合唱活動-の取り
組み方に,都道府県によって大きな差があり,合唱
の活発な地域とそうでない地域が2極化しているこ
とが分かった｡岡山県の合唱活動は,その中でも非
常に低調なグループに属することが分かった｡その
原因として,学校教育の中で,歌唱教育に力が注が
れていないこと,部活動に置いて吹奏楽部の活発さ
に比較して合唱部が低調というアンバランスな状態
-47 -
虫明鼻砂子
であることが考えられた｡次に,このような状況を
改善するための手掛かりとして,フィンランドの音
楽教育の形態およびカリキュラムを概観 し,エス
ポー音楽学校での視察を通して,フィンランドにお
ける音楽教育や合唱教育の在り方を考察した｡その
結果,フィンランドの音楽教育が生涯教育を目的と
し,国民一人一人が主体的に活動に取 り組めるよう
な多様な音楽教育機関と幅広いカリキュラムが用意
されていること,演奏家と聴衆の両方を育てること
を目的としていることがわかった｡また,エスポー
音楽学校では,器楽の個別指導,ソルフェージュ.
アンサンブルの3つの科目を主体として学習されて
いること,器楽教育を重要視している一方,合唱を
アンサンブル活動の一つとして大切にしているこ
と,音楽教育全体の質を高めるために,楽器と歌唱
の両方を生徒たちに学習させるカリキュラムである
ことも明らかになった｡
日本の学校教育における合唱活動を充実させるた
めに,日本の学校教育のシステムの中で必要と考え
られる次の2点を捷案したい｡
(1)器楽教育と合唱教育のバランスがとれた音楽
活動を行うこと
(2)音楽授業内容について,音楽教育全体の質を
高めるために,バランスのとれた分野を学習
させ,発声や読譜力など基礎的な力を育てる
内容を段階的に組みいれること
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